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研究成果の概要（和文）：　東中欧諸国・ロシアで深刻の度を増している第二次世界大戦と社会主義時代の歴史と記憶
をめぐる政治化と紛争化について、現地調査や国際研究集会の開催などを通じて、実相解明を進めた。
　６回の国内研究会の開催、個別研究論文の執筆に加えて、2014年度にはエストニアのタリン大学で夏季ワークショッ
プを開催して成果をproceedingsとして公開するとともに、2015年には関西学院大学で国際会議を開催して、東アジア
の歴史認識紛争との対比により問題構造の多元的把握に努めた。 
　研究代表者の単著（既刊）や雑誌特集号に加えて、2017年中に国際的な論集と研究分担者らの執筆した共著書２点の
刊行が決まっている。

研究成果の概要（英文）：The members of the research project have developed the analysis of politicization 
of histories and memories of the WWII and Socialism in Central and Eastern European countries and Russian 
Federation, which have become more and more serious conflicts in and between these countries, on the 
grounds of fieldworks and the collection of materials in these countries.
In the summer of 0214, we held an international workshop in Tallinn, Estonia, and an international 
conference in Kwansei Gakuin University in Japan, through which we discussed with foreign researchers and 
developed the comparative framework for history and memory conflicts between Eastern Asian experiences 
and Eastern European ones. The proceedings of Tallinn workshop is uploaded to the Repository at Kwansei 
Gakuin University.
 The members of the project have already some articles, books and a special issue of the journal , and 
are preparing other two books in this framework, inviting foreign contributors.

研究分野： 西洋史学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

 冷戦終結と体制転換、ヨーロッパ統合の進
展は、歴史と記憶をめぐるナショナルな語り
を相対化し、単一のヨーロッパ・アイデンテ
ィティとヨーロッパに共通する歴史認識構
築への期待を喚起した。他方、ドイツを中心
に取り組まれた隣国との歴史対話や共通歴
史教科書編纂の努力は、対立した諸国間の和
解への試みとして日本でも注目を集め、歴史
認識上の深刻な亀裂を抱えた東アジアにと
っての範例として高く評価されてきた。戦争
をめぐる歴史と記憶の共有と相互承認によ
る和解と平和構築への期待は、広く思想界全
般で多様な議論として発展していた。 

 だが、ヨーロッパにおける歴史認識の共有
化は、その東部を視野に入れた場合、さほど
楽観視できるものではなかった。社会主義体
制崩壊後、とりわけ今世紀転換期以降、大戦
期と社会主義体制のもとでの国家犯罪や非
人道的行為の実相が明るみに出されるなか
で、歴史認識にかかわる深刻な葛藤と紛争が
より顕在化してきたといわなければならな
い。本研究を着意した時点の状況は、およそ
ヨーロッパ総体における歴史認識の共有化
を楽観視できるようなところにはなかった。 

 しばしば語られる予定調和的な「ヨーロッ
パ共通の記憶」への期待にもかかわらず、現
代史認識が東西軸に沿って分裂しているこ
とを指摘したのはコンラート・ヤーラオシュ
らであった。それによれば、第二次世界大戦
をめぐる歴史と記憶は 

(1)ファシズムへの民主主義の勝利を頌える
西欧 

(2)多大の責任を負った敗戦国として複合的
トラウマを抱えたドイツ等の西中欧 

(3)ナチズムと社会主義を等値視し、後者の
摘発に力点を置いて「全体主義」による「占
領」支配（大量殺戮・強制労働・暴力・追
放など）を指弾する東中欧 

(4)「ヨーロッパ解放」の功績を誇示するロ
シアの「大祖国戦争」史観 

という像に分断され、各々がさらに複雑な様
相を呈している（Cf., Jarausch, Konrad H. 
and Thomas Lindenberger (eds.), 
Conflicted Memories: Europeanizing 
Contemporary History, New York, 
Berghahn Books, 2007. Pakier, Małgiozata 
and Bo Stråth (eds.). A European Memory? 
Contested Histories and Politics of 
Remembrance, New York, Berghahn Books, 
2010.）。こうした歴史像をめぐる葛藤・対立
は、EU・NATO の東方拡大の進展や第二次
大戦終結 60 周年を契機に顕在化させられ、

ロシアと東中欧諸国に留まらず、EU も関与
した歴史と記憶をめぐる政治は緊張の度を
強めてきた。その際、(3)と(4)との対立にと
どまらず、ホロコーストの唯一無比性を自明
視する(1)や(2)と(3)の間にも乖離が存在す
る。「全体主義」史観を採用する(3)内部でも、
スロヴァキアとチェコ、ハンガリー間の対立
など、第二次大戦以前の複雑な民族間関係や
隣国との国家間関係に規定された経路依存
的な対立要因がある。そうした東中欧・ロシ
アにおける深い葛藤をはらんだ事実は、もっ
ぱら先進事例に着目する日本ではほとんど
看過されてきたというのが実情であった。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、体制転換後の東中欧およびロシ
アにおける歴史記述、とりわけ第二次世界大
戦および社会主義体制下の歴史的経験に関
する歴史と記憶の変容を、各国における「歴
史と記憶の政治」の展開および、それらをめ
ぐる諸国間協力と対立・紛争化という視点を
媒介させて把握しようとするものである。と
りわけ、バルト諸国を含む東中欧諸国で掲げ
られた「占領」・「全体主義」史観とロシアに
おける「大祖国戦争」史観との対立が、欧州
連合の歴史政策をも巻き込みながら、当該地
域における国際政治上の争点となっている
ことに着目し、ヨーロッパ総体における歴史
認識の共有化の困難とその打開という同時
代的な問題の解明を目的とする。 

 

３．研究の方法 

 上記の目的の達成のために本研究では、次
のような下位課題を設定した。 

(1)「歴史と記憶の政治」を推進する国家機
関（ポーランド「国民記憶院」、ロシアの「ロ
シアの国益を損なう歴史歪曲に対抗する大
統領委員会」等）の目的・任務・構造・活動
内容とその成果。 

(2)各国の「公定」ないし主導的現代史像の
把握と分析。とりわけ第二次世界大戦の全般
的性格づけと自国にとっての意義や戦争関
与のあり方、対ナチ協力やホロコースト関与、
対ソ関係と戦後社会主義体制期についての
歴史叙述等が論点となる。 

(3)各国の現代史像構築に際してその前提と
して活用される民族的・歴史的記憶や知的資
源の把握。両大戦間期の歴史的経験、近代な
いしそれ以前の国制との連続性、国民/民族
的な歴史的英雄と「記憶の場」の活用、それ
らの現代史への接続のされ方などが問題と
なる。 

(4)「歴史と記憶の政治」にたいする推進・



抑止要因として作動する個々人・諸集団の歴
史的記憶のあり方と国民的な歴史意識の形
成の問題。これは、歴史認識が国内の民族集
団など諸集団間あるいは個人間の共感や葛
藤の場として機能する局面を取り出すこと
となる。 

(5)各国の「歴史と記憶の政治」と対外的な
紛争化の把握。対 EU（西欧）・ロシアに加え
て、スロヴァキアとハンガリー、ポーランド
とリトアニアなど、東中欧圏内の隣国との複
雑な関係が「歴史と記憶の政治」にさいして
どのように意味づけられ利用されているか
も重要な論点である。 

(6)国策的な「歴史と記憶の政治」とそれに
追随する歴史「研究」の流布にもかかわらず、
これに批判的な歴史家のあいだで成立する
国際的な協働と歴史認識共有化の契機の解
明。 

 研究遂行に際しては、代表者・分担者・協
力者がそれぞれ専門とする国・地域を担当し
て、それぞれの国・地域における上記の問題
群にかかわる情報・資料の収集と検討、それ
に基づく情報交換、認識の共有化を図ること
とした。また、当該国・地域の研究者との交
流や情報交換を重視し、国際的なワークショ
ップやカンファレンスの開催や、その成果の
刊行を通じた理解の共有化を進めることと
した。その際に、上述の通り、歴史認識や記
憶の紛争化が顕著な東アジアの経験との対
比や接続に留意し、むしろポスト冷戦期の国
際政治における共通する問題群として把握
することを重視した。 

 

４．研究成果 

 本研究課題の遂行期間を通じて、日本人メ
ンバーによる国内研究会を合計６回行った
のに加えて、2014 年 8月にはエストニアのタ
リン大学で日本人メンバーに加えて現地研
究者も参加したサマー・ワークショップを、
さらに 2015 年 11月には関西学院大学で多数
の外国人招聘研究者を含む国際カンファレ
ンスを開催した。 

 また、研究代表者・分担者・協力者がそれ
ぞれ雑誌論文等を発表したのに加えて、複数
の出版の企画化を進め、すでに刊行済または
そのための準備中である。 

国内定例研究会 

 国内研究会では代表者・分担者・協力者が
それぞれ担当国・地域について情報の提示・
交換を行ったのに加えて、それぞれ研究目的
及び下位課題にそくしてテーマを設定して
研究報告を実施した。具体的には、ロシアの
歴史政策と歴史教科書問題、ポーランド・ウ

クライナ間の歴史認識問題、「正常化」時代
のチェコスロヴァキアの大衆的記憶、ルーマ
ニア共産党の「犯罪」に関する記憶、エスト
ニアとモルドヴァの歴史・記憶政治の比較、
ルーマニアにおけるホロコースト認識の問
題、ハンガリーの歴史認識と両大戦間期の復
権の問題などである。 

 国内研究会ではさらにゲスト研究者を招
聘し、平野千果子・武蔵大学教授にはフラン
スの「記憶法」について、藤永壮・大阪産業
大学教授には韓国の「過去清算」について、
それぞれ研究報告をしていただいた。これら
により東中欧・ロシアにおける歴史・記憶政
治の展開をより広域的な文脈において理解
できるようにした。 

サマー・ワークショップ 

 2014年8月にエストニアのタリン大学で実
施したサマー・ワークショプ«Politics of 
Histories and Memories and Conflicts in 
Central and East European Countries and 
Russia»では、以下のような研究報告および
研究分担者によるコメント・討論を行って、
東中欧・ロシアと東アジアそれぞれにおける
歴史・記憶政治とその紛争化との対比に関わ
る枠組みの設定を試みた。 

Memory Politics in Estonia (Raivo Vetik, 
Tallinn) 

Academic and Popular Representations of the 
Recent Past on the Example of Estonia (Olaf 
Mertelsmann, Tartu) 

Memory and Identity: Memory Conflicts in 
Polish-Ukrainian and Polish-Russian 
Relations (Małgorzata Głowacka-Grajper, 
Warsaw) 

Comparative Framework of History and 
Memory Conflicts between Eastern Europe 
and Eastern Asia (Nobuya Hashimoto, 
Nishinomiya) 

 このワークショップの成果は、報告にくわ
えてコメント及び総括議論を収載したプロ
シーディングスとして印刷・公刊するととも
に、関西学院大学リポジトリ上で公開した
（ http://kgur.kwansei.ac.jp/dspace/handle/
10236/13007）。 

国際カンファレンス 

 最終年度の 2015 年 11 月 28 日、29 日に関
西学院大学で開催した国際カンファレンス
«Politics of Memories and Histories and the 
Conflicts: Comparison and Dialogue 
between East and West of Eurasia»（京都大
学人文科学研究所「現代／世界とは何か？ 
人文学の視点から」共同研究班、日韓西洋史
フォーラムなどと共催）は、招聘外国人研究
者６名を含む総勢 60 名程度の参加者を得て
開催した。その内容は以下のとおりである。 



Keynote 

Prof. Konrad H. Jarausch [North Carolina, 
USA], “Keynote: Towards a Critical Memory: 
Some German Reflections"  

Comments by Prof. Mari Nomura [Kanazawa 
University, Japan], and Prof. Naoki Odanaka 
[Tohoku University, Japan] 

Session I: Dialogue and/or Conflict between 
Neighbours 

Dr. Zuzanna Bogumił [Warsaw, Poland] 
“Polish Experiences of History and Memory 
Dialogues, and Conflicts with Eastern and 
Western Neighbors” 

Prof. Satoshi Ikeuchi [Nagoya University, 
Japan] “The Japanese Government’s 
Understanding of Takeshima / Dokdo before 
1905”  

Dr. Yudai Anegawa [Chiba University, Japan] 
and Dr. Hiroshi Fukuda [Aichi University of 
Education, Japan] “Memory and History 
Conflicts between Slovakia and Hungary” 

Discussion and Comments by Prof. Satoshi 
Koyama [Kyoto University, Japan] 

Session II: Memory Politics / Memory 
Legislations 

Prof. Jury V. Kostyashov [Kaliningrad, 
Russia] “Politics of Memory of USSR / Russia 
on the lands of former East Prussia: Motives, 
Tendencies and Outcomes” 

Dr. Soyoung Lee [Jeju, South Korea] “‘Taking 
Laughter Seriously’: The Politics of Memory 
in Regulating Jokes on Korea’s Colonial/ 
Dictatorial Past” 

Discussion and Comments by Prof. Tatsushi 
Fujihara [Kyoto University, Japan] 

Session III: Role of Historians and Social 
Scientists 

Prof. Jie-Hyun Lim [Seoul, South Korea] 
“Historians at the Aporia of Past: from Fact 
Interrogator to Memory Activist-” 

Dr. Olaf Mertelsmann “Conflicting Memories 
or Turning the Past into History?: A Task for 
European Historians” 

Prof. Shin’ichi Yamamuro “Between the War 
of History and the Reconciliation of History: 
On the Duality of ‘Warriors’ and ‘Arbitrators’” 

Discussion and Concluding Comments by 
Prof. Shiokawa Nobuaki [Tokyo, Japan] 

歴史認識や記憶をめぐる政治的な紛争化を
ユーラシアの東西にまたがるグローバルな
観点から捉えるこの試みは他に類例がなく、
参加した招聘外国人研究者からも高い評価
を得た。カンファレンスの研究報告をもとに、
報告者による加筆修正や追加執筆者の新稿
を含めた日本語版論集として 2017 年に向け
て刊行予定であり、英語版の出版の可否につ
いても検討中である。 

出版などの成果刊行 

 本研究の成果としては、上述の国際カンフ
ァレンスの成果に基づく論集の出版準備に
加えて、以下のような出版等の企画化と取り
まとめが現在進捗中である。 

 研究課題の目的全般については、研究代表
者の橋本が『記憶の政治--ヨーロッパの歴史
認識紛争--』（岩波書店、2016 年 4 月）を執
筆・出版して、とくにエストニア・ラトヴィ
アに焦点を当てながらも、ロシアや欧州国際
機関との関係で歴史認識や記憶が国際的に
政治紛争化する様態について解明を行うと
ともに、ロシアの歴史政策を通じてそれが東
アジアの歴史認識紛争にまで接続されてい
ることを明らかにした。 

 研究目的の下位課題に掲げた各国の歴史
政策関連機関の活動とその成果や二国間歴
史対話の動向については、すでに研究成果の
取りまとめが済んでおり、後掲の通り『ロシ
ア・ユーラシアの経済と社会』誌の 2015 年 6
月号の「特集・中東欧、ロシアの歴史・記憶
政治」として公刊した。 

 代表者・分担者・協力者はそれぞれ後掲の
通り本研究課題に基づく個別研究成果の発
表を行ってきたが、全員が執筆する論集の出
版もすでに具体化されており、原稿執筆段階
にある。同書は、上記『ロシア・ユーラシア
の経済と社会』誌で示した各国の歴史政策機
関についてのより詳細な紹介を行う第一部
と、それぞれ担当する国・地域の歴史・記憶
政治上重要なトピックを設定した第二部の
各論からなり、東中欧・ロシアの歴史・記憶
政治とその紛争化について、具体的な像を提
示することができるであろう。 

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 

 

〔雑誌論文〕（計 37 件） 

1. Nobuya Hashimoto, Different Memories 
of Dictatorship and Conflicts: the Baltic 
States, Central and Eastern Europe, and 



Russia, Paul Corner and Jie-Hyun Lim 
(eds.), The Palgrave Handbook of Mass 
Dictatorship, Palgrave-Macmillan, 査読有 
(In printing).  

2. 橋本伸也・森下嘉之・福田宏・吉岡潤・姉
川雄大・高草木邦人・小森宏美・梶さやか・
立石洋子「【特集】中東欧、ロシアの歴史・
記憶政治」『ロシア・ユーラシアの経済と社
会』第 1005 号、2016 年、1-48 頁、査読無。 

3. 野村真理「ホロコーストとルーマニア（後
編）」『金沢大学経済論集』第 36 巻第 2 号、
2016 年、5-44 頁、査読無。 
http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/dspace/
handle/2297/44908 

4. 野村真理「ユダヤ人ネットワークの実像
と虚像--「世界イスラエル連合」から『シオ
ンの賢者の議定書』へ」『東欧史研究』第 38
号、2016 年、73-79 頁、査読無。 

5. 小森宏美「『非・国民』--新たな選択肢、
あるいはラトヴィアの特殊性について」、村
上勇介・帯谷知可編『融解と再創造の世界秩
序』青弓社、2016 年、116-136 頁、査読無。 

6. 福田宏「ロック音楽と市民社会、テレビ
ドラマと民主化--社会主義時代のチェコス
ロヴァキア」村上勇介・帯谷知可編『融解と
再創造の世界秩序』青弓社、2016 年、137-160
頁、査読無。 

7. 立石洋子「現代ロシアの自国史教科書の
動向--20 世紀史の描写を中心に」『東北アジ
ア研究』第 20 号、2016 年、133-146 頁、査
読無。 
http://ir.library.tohoku.ac.jp/re/handle/1009
7/62982 

8. 橋本伸也「歴史と記憶の政治とその紛争
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